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世界的な感染症の収束を受け、だんだん動物園も営業再開を果たし
たが、不特定多数の来園者が入場する動物園という施設の性格上、入
場規制を設けて、来場者が「密」にならないように配慮した「安全安
心な施設」であることをアピールしたい。

そこでだんだん動物園では既存の入場システム（発券機、入場ゲート
および関連管理システムを含む）を更新して、入場規制に関わる機能追
加開発をすすめることにした。

開発予算は、だんだん市の三密回避のための非対面システム開発に補
助金申請を活用する。補助金申請には、要求を満たす機能の開発が行わ
れたことを示すための開発完了報告の提出を求められているため、「追
加・変更点に品質上問題ないこと」を示すためのテスト設計成果物を添
付する。

テスト設計の背景



• テスト対象
• だんだん動物園入場システム
入場者の人数制限を行うため、新たに時間枠での人数制限と予約購入ができる仕組みを開発。

• テスト設計
• 前提

• 各サブシステム単独で確認可能な要求事項については、開発会社がそれぞれテストは実施済み
• 会員登録・変更・退会、お問い合わせ、画面デザイン、QRコードの作成は保証済み
• 既存の入場システムから差分のない箇所については、現在までの運用実績から、
相応の信頼性は確保されていると考えている

• 園内およびWebでの予約購入、発券そして入場の流れについて特に確認をお願いしたい

• テスト重点項目
• システムが長時間稼働することを保証したい
• 一度に制限人数以上の来場者が来てしまう事態は回避したいために時間枠の重複販売が発生しないことを
保証したい
⇒今回の施策により、確実に「密回避」が達成できたことの効果を示したい

• 園内およびWebでの予約購入、発券そして入場の流れについて特に確認をお願いしたい
• 既存システムと新システムの差分

• テスト設計への依頼事項
• リスク分析などを行い、テストを提案いただきたい

テスト要求分析



テスト要求分析
• 機能一覧を作成し、後工程のトレーサビリティを確保



テスト要求分析
• 機能一覧モデルによる、テストスコープ整理



テスト要求分析
• 状態遷移図、状態遷移表による、テスト要求整理



テスト要求分析

• テスト重点項目、テス
ト設計への依頼事項か
ら、必要なテストをブ
レーンストーミング



テスト要求分析

• ユーザーの実使用におけるリスク分析



テスト要求分析

• テスト観点を4STEPでブラッ
シュアップ



テスト要求分析

• テスト観点を4STEPでブラッ
シュアップ



テスト要求分析

• テスト観点を4STEPでブラッ
シュアップ



テスト要求分析

• テスト観点を4STEPでブラッ
シュアップ
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テストアーキテクチャ設計
• テスト重点項目からのトップダウン、機能一覧からのボトム
アップでブラッシュアップしたテスト観点からテストコンテナ
モデルを構築



テストアーキテクチャ設計
• テストの目的とテスト重点項目・テストタイプとテストレベル
としてまとめ、各工程で実施するべきテストを優先度含め明確
化
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• テスト重点機能の絞り込み
• Step.1：アクシデントハザード安全制約の識別

テストアーキテクチャ設計



• テスト重点機能の絞り込み
• Step.2：システム間の相互関係の可視化

テストアーキテクチャ設計



• テスト重点機能の絞り込み
• Step.3 非安全なシステム間のデータ連携

テストアーキテクチャ設計



テストアーキテクチャ設計
• テスト重点機能の絞り込み

• Step.4 非安全なシステム間のデータ連携



テスト詳細設計/テスト実装
• 【仕様網羅】テストのテスト詳細設計

① 機能一覧の機能に対して、テスト観点表のどのテスト観点が必要か
紐づけする



テスト詳細設計/テスト実装
• 【仕様網羅】テストのテスト詳細設計

② 選択したテスト観点から、テスト詳細設計モデルを紐づけし、

網羅基準を選択する

③テスト対象を選定し、テストケースを導出



テスト詳細設計/テスト実装
• 【仕様網羅】テストのテスト詳細設計

④ テスト詳細設計で作成したテストケースに対して、テスト手順、

テスト期待結果を追記し、テスト対象をもとに、1つのテストスクリ

プトに集約
④



テスト詳細設計/テスト実装
• 【ユーザーの安全安心】のテスト詳細設計

重点テスト機能に対して、各システムのデータ連携とテストタイプの
紐づけ。テストタイプの紐づけ後、仕様ベースドテストと同様にテスト
詳細設計モデルの紐づけ、網羅基準を決定し、テスト実装を実施



テスト詳細設計/テスト実装
• 【ユーザーシナリオ】のテスト詳細設計

• テスト詳細設計の考え方
テスト重点項目「園内およびWebでの予約購入、発券そして入場
の流れ」の確認を目的とし、テスト詳細設計を実施

① ユーザー分析によって可視化したユースケースを基に、ユー
ザーのチケット予約・購入から発券・入場までのユーザーア
クションを起点にユーザーシナリオを選定する

② 各ユーザーシナリオにおいて達成すべき目的・観点、確認概
要を一覧化し、テスト重点項目の視点でテスト内容の妥当性
を確認する。

③ 各ユーザーシナリオに対し、アクター、前提条件を明示した
うえで目的達成の為のシナリオフローを可視化する。

• テスト実装の考え方
テスト詳細設計から、シナリオテスト仕様書を作成。



まとめ
• ポイント1

• テスト観点抽出から整理において、4STEPで品質特性・テスト重点項
目をインプットしながら、段階的に観点を補完しながら、テスト観点
の完成度を高めた

• ポイント2
• 3つの視点から多面的にリスク分析

• ブレーンストーミング（テスト重点項目）

• ユーザーの実利用におけるリスク分析（ユーザー視点）

• STAMP/STPAによる安全性分析（安全安心視点）

• リスク分析した結果から、テスト優先順位を決定

• ポイント3
• ユーザーの安全安心を担保しつつ、システム思考にもとづく安全性分
析手法としてSTAMP/STPAを活用し、テストケースの肥大化を防止
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